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図１： 環境授業の因子代表値の平均比較

リアルタイムアバタによる遠隔国語授業の学習効果について
Learning Effects of Remote Japanese Language Classes Using 2D Real-Time Avatars
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1．まえがき
2020 年，新型コロナウイルス１感染症(COVID-19)

の拡大に伴い日本全国の中学・高校ではオンライン
会議ソフトを使用した遠隔授業を余儀なくされた．
以降，オンライン授業ではプレゼンテーションソフ
トと共に，Web カメラによって教師の顔をリアルタ
イムで映し出す様式が主流となった．雨宮２らの研究
によると，映し出される教師の顔は授業参加への積
極性に影響を与えることが示されており，特に教師
の表情や見た目の親しみやすさなどが強く影響する
ことが述べられている．また，小林３らの研究により，
映し出される教師の映像は実写の人間よりもキャラ
クターなどのアバタを使用した方がより親しみやす
く，教師への先入観や教師の顔色を伺う事などから
生じる疲れなどを軽減し，授業が受けやすくなるこ
とが示されている．
以上の先行研究を受け，本研究では，リアルタイ

ムの教師アバタ像による遠隔授業を設計し比較調査
する．Virtual YouTuber(以降 Vtuber と記す)を使用し
た教師アバタ遠隔授業，オンライン会議ソフト(以降
オンラインと記す)による実教師像遠隔授業，および
対面授業の 3 環境で実施し，教育効果を比較分析す
ることを目的とした．

2．調査および結果と考察
本研究では，実験１（遠隔アバタテスト），実験

２（3 環境比較），実験３（アバタ好感度テスト）
の 3 段階を実施し，計 216 名の被験者に受講してい
ただき，事前学習評価試験（5 問），事後学習評価
試験（5 問），主観学習評価（5 段階評定尺度 35 項
目，自由記述 1 項目）を取得し，得られた結果を多
変量解析により分析評価した．本稿ではこのうち実
験２（3環境比較）について述べる．
実験２では，高等学校における国語科（現代文）

の授業内で『夢十夜』の単元において，計３回の授
業を男女計 125 名の生徒に対して実施した．授業後
に取得した主観学習評価を因子分析（最尤法プロマ
ックス回転解）し，表 1 に示す５つの潜在因子を同
定した．得られた５つ因子が，3 環境間でどのよう
な違いがあるのかを調べるために，それぞれ因子負
荷量が 0.5以上の項目を因子代表値と定め，3環境ご
とに平均値を算出し，分散分析を実行した．結果を
図 1に示す．3環境間の比較を行うためにその後の検
定として多重比較（Turkey 法）を行った結果，全て
の因子間で対面環境のみ有意（p<.05）な値となった．
特に「授業理解度」は対面(4.2)に対して，オンライ
ン(3.6) (p<.007)，Vtuber(3.4)(p＜.001)共に有意に低く，

「授業好感度」も対面環境(3.8)に対し，オンライン
(3.2) (p＜.012)と Vtuber(3.0)(p＜.001)であった．
本研究より最も効果的な授業は対面環境であり，

オンラインと Vtuber 環境は対面より低く両者に有意
な差は見いだされなかった．以上のことは，主観学
習評価の自由記述欄で「回線のラグが凄かった」
「ラグがあるから進みは遅いけれど，楽しかったで
す．」といった意見が散見されたことから，通信や
映像提示に関わるシステム改善も必要であることが
わかった．
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